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(54)【発明の名称】 超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】  超音波断層装置において、ＡＤコンバータか
ら発生するサンプリングクロックノイズによって超音波
画像が劣化することのないようにする。
【解決手段】  探触子１０から出力されるエコー信号
を、ＡＤコンバータ３０とディジタル整相回路６０とか
ら成るディジタル整相部によって受信ビーム信号を形成
し、その受信ビーム信号に対しディジタル画像処理回路
７０で画像化前処理を行った後、ＤＳＣ８０で画像化し
表示装置へ表示する超音波診断装置において、前記ＡＤ
コンバータ３０はディジタル部又は出力部にＡＤコンバ
ータ３０の出力をゼロにする信号入力端子を備えたもの
を用い、受信時の最大口径内で用いられない振動子へ接
続されるＡＤコンバータの出力をゼロとする信号を出力
する制御部５０を設ける。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  複数個の振動子を有した探触子と、前記
探触子の各振動子で受信されたエコー信号をそれぞれデ
ィジタル信号に変換する複数のＡＤコンバータと、これ
らの各ＡＤコンバータの出力信号を整相処理及び加算処
理して受信ビーム信号を形成するディジタル整相部とを
備えた超音波診断装置において、前記ＡＤコンバータ
は、サンプルホールド回路を含むアナログ部と、ディジ
タル部と、出力部とを有し、前記ディジタル部と出力部
とのいずれかにＡＤコンバータの出力をゼロにする制御
信号入力端子を備えたものから成り、超音波受信時に最
大口径内の用いられない振動子へ接続された前記ＡＤコ
ンバータの前記入力端子へ前記ＡＤコンバータの出力を
ゼロにする制御信号を出力するＡＤコンバータ制御回路
を設けたことを特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明が属する技術分野】本発明は、ディジタル整相回
路を備えた超音波診断装置に係わり、特に、探触子の口
径を変化させながら超音波ビームを受信するダイナミッ
クフォーカスが可能なディジタル整相方式の超音波診断
装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】探触子で受信されたエコー信号をディジ
タル整相回路でディジタル信号に変換するためのＡＤコ
ンバータ（複数個の振動子の各々に対応して複数個設け
られている）は、サンプリングクロック発生部によって
ディジタル化の同期がとられている。
【０００３】超音波ビームの受信動作は、受信フォーカ
ス点が浅い部位では小さな口径で、そして深い部位へ行
くにしたがって口径は大きくされる。このように、受信
フォーカス点の移動にしたがって受信口径を変化させる
際に最大口径内にあって用いられていない振動子に対応
するＡＤコンバータもあるので、そこで発生するノイズ
を防ぐために次の３つの方法が考えられる。
（１）ＡＤコンバータより前に設けられた可変ゲインア
ンプのゲインを下げ、使用しないＡＤコンバータへの入
力信号が０となるように制御する方法。
（２）ＡＤコンバータのサンプリングクロックを停止さ
せる方法。
（３）ＡＤコンバータの電源を切断して動作を停止させ
る方法。
【０００４】しかし、上記３つの方法にはそれぞれ問題
点がある。
（１）はＡＤコンバータを完全に停止させる方法ではな
いので、例えばサンプリングクロックに対する折り返し
ノイズが０Ｈｚのスペクトルとして表示されてしまう。
（２）はサンプリングクロックを再入力する際に広帯域
の大きなノイズが発生する傾向にある。
（３）は再び電源を投入したときに動作が安定するまで
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の時間が必要であり、ダイナミックフォーカスを行うた
めには実用的ではない。
【０００５】本発明の目的は、ディジタル整相方式の超
音波診断装置において、ダイナミックフォーカス撮像を
行っても得られた画像中にノイズが混入せず、良好な画
像が得られる超音波診断装置を提供することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
に本発明は、複数個の振動子を有した探触子と、前記探
触子の各振動子で受信されたエコー信号をそれぞれディ
ジタル信号に変換する複数のＡＤコンバータと、これら
の各ＡＤコンバータの出力信号を整相処理及び加算処理
して受信ビーム信号を形成するディジタル整相部とを備
えた超音波診断装置において、前記ＡＤコンバータは、
サンプルホールド回路を含むアナログ部と、ディジタル
部と、出力部とを有し、前記ディジタル部と出力部との
いずれかにＡＤコンバータの出力をゼロにする制御信号
入力端子を備えたものから成り、超音波受信時に最大口
径内に用いられない振動子へ接続された前記ＡＤコンバ
ータの前記入力端子へ前記ＡＤコンバータの出力をゼロ
にする制御信号を出力するＡＤコンバータ制御回路を設
けたことを特徴としている。
【０００７】
【実施の実施の形態】以下、本発明の実施形態を図面に
より詳細に説明する。図１は超音波撮像装置の全体構成
を示すブロック図である。図１において、１０は超音波
を送受信する探触子で、内部に複数個の振動子を含む。
２０は探触子１０へ送波信号を出力するとともに、受信
されたエコー信号をＡＤコンバータの入力範囲に合わせ
て増幅する送受信部、３０はエコー信号をディジタル信
号に変換するためのＡＤコンバータ、４０は信号をディ
ジタル化する際の周期信号を前記ＡＤコンバータ３０に
供給するサンプルクロック発生部、５０は後に説明する
が本発明の特徴部分であるＡＤコンバータ制御部、６０
はＡＤコンバータ３０によってディジタル信号に変換さ
れた受信信号を遅延回路及び加算回路によって受信超音
波ビーム信号を形成して出力するディジタル整相回路、
７０は画像化するための前処理として、対数変換処理、
フィルタ処理、γ補正等を行うディジタル画像処理回
路、８０は画像データを形成すると共に形成された画像
データを画像表示装置の走査に応じて出力する、すなわ
ち超音波走査と表示走査との走査変換を行うディジタル
スキャンコンバータ、９０はディジタルスキャンコンバ
ータ８０から出力された画像データをＤ／Ａ変換して輝
度信号へ変換し、画像として表示する表示装置（一般に
はＣＲＴモニタ）、１００は上記の各構成部分を直接ま
たは間接的に制御して超音波の送受信と画像表示を行わ
せる中央演算ユニット等を有する制御部、１１０は送波
フォーカス深度等のスキャンパラメータを制御部に入力
するための操作盤である。
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【０００８】次に図２は、ＡＤコンバータの内部構造で
ある。図２において、３０－１はアナログのエコー信号
を一定時間間隔でサンプルしてその時点での振幅値を求
める標本化と前記振幅値の保持、ディジタル部での量子
化のための比較演算を行うアナログ部、３０－２はある
有限範囲の連続な値をもつ前記振幅値を量子化ステップ
に区切ってその数（デジタル値）を読み取る（量子化と
いう）ディジタル部、３０－３は前記ディジタル値を符
号化して出力する出力部、３０－４は前記標本化および
保持を行うサンプルホールド回路、３０－５は前記量子
化のための比較演算を行う比較器、１２０はＡＤコンバ
ータの各部を駆動するための電源である。
【０００９】次に上記構成になる超音波診断装置および
ＡＤコンバータの動作を説明する。先ず、操作盤１１０
から送波フォーカス深度等のスキャンパラメータを入力
すると、制御部１００は前記送波フォーカス深度等に応
じた超音波送信時および受信時の遅延時間の設定をす
る。探触子１０を被検体の検査部位の体表に接触させて
超音波スキャン開始命令を操作盤１１０より入力する
と、制御部１００は各ユニットを制御し超音波スキャン
を開始する。
【００１０】制御部１００は送受信部２０に対し最初の
送波における探触子内の振動子の選択指令を行う。送受
信部２０は探触子１０の中にある振動子に対して前記設
定した遅延時間に応じて駆動パルス出力する。振動子は
駆動パルスを入力されると、所定の周波数で振動し超音
波を順次被検体内へ送波する。例えば電子走査方式（短
冊状振動子）の場合、中央の振動子に対してまわりの振
動子は遅延させて超音波を発生する。すると、合成波面
は超音波ビームとなり、所定位置がフォーカスポイント
となる。
【００１１】送波された超音波は生体内の組織や臓器の
音響インピーダンスの異なる面でその一部が反射され、
エコーとして探触子１０方向へ戻ってくる。このエコー
を受信するために、制御部１００は送受信部２０を制御
する。先ず送波の終了と共に振動子は受信系に繋ぎ替え
られる。この時受信に使用される振動子は、操作者によ
って入力されたスキャンパラメータ等の条件に応じて制
御部１００に基づいて瞬時に選択される。探触子に対し
て近い位置にある境界面で反射された超音波は遠い位置
にある超音波より早く戻ってくるが、近い位置からの超
音波は出力が大きく、遠い位置からの超音波は出力が小
さい。そこで、受信の際まず始めは選択する振動子の数
は少なく、徐々に増やしていくといった切り替えを行
う。更に振動子の中央に対してまわりに戻ってくる超音
波は中央に戻ってくる超音波より戻る時間が遅いので、
補正をディジタル整相回路６０において行う。
【００１２】これらの制御によって、被検体内の浅い部
位から深い部位へと超音波が伝播して行くにつれて生ず
るエコーが受信され、各受信遅延回路から出力されたエ
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コー信号はディジタル整相回路６０の加算回路で加算さ
れ、受信ビームのエコーとなってディジタル画像処理回
路７０へ出力される。ディジタル画像処理回路７０は、
入力されたエコー信号に対し前述の処理を行い、ディジ
タルスキャンコンバータ８０へ処理後の信号を出力す
る。ディジタルスキャンコンバータ８０は入力された信
号をメモリへ記憶し、表示の同期信号に対応して表示装
置９０へ記憶内容を読み出して出力する。以上の動作が
終了すると、制御部１００は超音波の送受信方向を変更
して２回目、３回目、…というように順次超音波の送受
信方向を変更して上記動作を繰り返す。
【００１３】更にＡＤコンバータは通常（１）標本化、
（２）保持、（３）量子化および（４）符号化の４つの
操作より成り、図２において主に（１）と（２）はアナ
ログ部、（３）はディジタル部、（４）は出力部が受け
持つ。
【００１４】この超音波送受信の繰り返しにおいて、受
信の際の口径は例えば受信するビームの深度に応じて刻
々変化する。ここである時刻において探触子１０内の、
制御部１００によって選択された振動子数が受信最大口
径を構成する振動子の総数より少ない場合、ＡＤコンバ
ータ制御部５０は使用しないＡＤコンバータに対して停
止の制御信号を送る。ＡＤコンバータ内、ディジタル部
あるいは出力部にはダイオードあるいはトランジスタよ
り構成されている停止回路があり、制御信号によりディ
ジタル部あるいは出力部に印加される駆動電圧をOFFに
する仕組みとなっている。これにより、ＡＤコンバータ
を使用しない場合、瞬時にディジタル部あるいは出力部
が停止されるので、サンプリングクロックによるノイズ
を低減することが可能となる。上記停止させる部分はデ
ィジタル部でもよいし、出力部でもよい。
【００１５】図３は、本発明の超音波エコー受信におけ
る受波フォーカス点の深度と口径の大きさの関係を説明
する図である。前述のように超音波の送受信では通常、
浅い位置からエコー信号を受信するときは口径を狭く、
深い位置からのエコーを受ける時は深度に従って順次口
径を広くしていく。図３（a）は浅部からのエコー信号
を受信するとき、図３（b）は中程の位置からのエコー
を受信するとき、図３（c）は深部からのエコー信号を
受信するときの口径の様子を表している。このうち、斜
線で示した振動子が口径に用いる振動子である。尚、簡
単のため、図ではチャンネル数を減らして描いている。
【００１６】図３（a）では、受波フォーカス点Ｆが浅
い位置にあるためエコー信号が大振幅を有しており、大
口径では受信して整相回路を行うと、信号が大きすぎて
飽和してしまう。また、図に矢印ｅで示したような急角
度の反射エコーは、ジャミング（隣どうしの振動子間で
超音波の位相の差が大きくなるため現れるアーチファク
ト）を起こすため不要である。これらを防ぐため、受波
フォーカス点Ｆが浅部にあるときは口径を狭くする。そ
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して図３（b），図３（c）と、受波フォーカス点Ｆが深
くなっていくに従って、減衰の影響を受け反射エコーは
小さくなるため、順次口径を大きくしていく。
【００１７】図４は、本発明において上記可変口径を行
う際の、ＡＤコンバータ制御信号の例を模式的に表した
ものである。先ずはじめにch３のＡＤコンバータがONに
なる。次にch２及びch４のＡＤコンバータがONになる。
最後にch１及びch５のＡＤコンバータがONになり、全て
のＡＤコンバータが動作する。ここで、ch３のＡＤコン
バータのみが動作しているとき、ch１，２，４，５のＡ
Ｄコンバータは停止しているため、合計２ch分のノイズ
が低減される。尚、簡単のため、図ではチャンネル数を
減らして描いている。
【００１８】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、Ａ
Ｄコンバータの動作モードを変える端子を用いてＡＤコ
ンバータをすぐに再動作可能な状態で停止させるように*

6
*したので、受信口径を変化させる際に使用しないＡＤコ
ンバータから発生するサンプリングクロックノイズを低
減し、このノイズによる画像の劣化を回避することが出
来る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態による超音波診断装置の全
体構成を示すブロック図。
【図２】ＡＤコンバータの内部構造。
【図３】受波フォーカス点の深度と口径の大きさの関係
を説明する図。
【図４】可変口径を行う際の、ＡＤコンバータ制御信号
の例。
【符号の説明】
３０…ＡＤコンバータ、３０－１…アナログ部、３０－
２…ディジタル部、３０－３…出力部、５０…ＡＤコン
バータ制御部、１２０…電源

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：为了防止对超声断层成像设备中的AD转换器产生的时钟
噪声进行采样而使超声图像劣化。 解决方案：从探头10输出的回声束由
包括AD转换器30和数字定相电路60的数字定相单元形成接收束信号，并
为接收束信号形成数字图像处理电路。 在70处执行图像预处理然后在具
有DSC 80的显示装置上显示图像的超声诊断设备中，AD转换器30具有
信号输入端子，该信号输入端子用于使AD转换器30的输出在数字部分或
输出部分为零。 使用所提供的一个，提供控制单元50，该控制单元50输
出信号，该信号使得在接收到零时在最大孔径内未使用连接到振动器的
AD转换器的输出。
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